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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第３四半期連結
累計期間

第30期
第３四半期連結
累計期間

第29期

会計期間

自平成22年
６月１日
至平成23年
２月28日

自平成23年
６月１日
至平成24年
２月29日

自平成22年
６月１日
至平成23年
５月31日

売上高（千円） 29,183,80529,889,23238,667,844

経常利益（千円） 3,510,2213,288,2774,479,345

四半期（当期）純利益（千円） 1,730,9111,669,1612,078,005

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
1,652,1141,685,3031,997,633

純資産額（千円） 20,830,87222,063,54721,176,391

総資産額（千円） 28,912,15030,091,84429,603,629

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
108.43 104.56 130.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 71.6 72.9 71.1

　

回次
第29期

第３四半期連結
会計期間

第30期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
12月１日
至平成23年
２月28日

自平成23年
12月１日
至平成24年
２月29日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
43.24 32.00

　（注）１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４.第29期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

２【事業の内容】

　 当第３四半期連結累計期間において当社グループ（当社及び当社の関係会社、以下同じ。）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。　　　
　
(１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成23年６月１日～平成24年２月29日）におけるわが国経済は、東日本大震災の影

響による一時的な経済活動の機能不全や停滞から漸次回復してきているものの、円高の長期化や欧州債務危機の問

題も重なり、引き続き厳しい状況が続きました。

　こうした状況の中、国内CoCo壱番屋事業では、「既存店の売上強化」を最重要課題に掲げ、「ストアレベルマーケ

ティング」の浸透に引き続き注力してまいりました。

　「ストアレベルマーケティング」の導入事例といたしましては、地元の食材をトッピングに使用したオリジナル

メニューの販売や、ファミリー客の来店動機につながるお子様向けの店内イベントの開催といった取り組みなど、

個店ごとで営業戦略を考え実施してまいりました。

　また、お客様にとってより使い勝手が良くなるよう、店舗のハード面の見直しにも取り組み、店舗の立地に応じた

様々な形態の「ドライブスルー」や「テイクアウトの専用窓口」の導入も推進してまいりました。

　従来からの営業施策である「ニュータイプ店舗への改装」「宅配の取り組み強化」「メニュー強化」などにも継

続して取り組み、特に創業祭キャンペーン（１月17日～２月末）とあわせて販売した「グランド・マザー・カ

レー」は98万食を販売するなど大変ご好評いただきました。

　国内新業態事業につきましては、各業態とも営業強化に向け、メニューや店舗運営の見直しに取り組むとともに、

店舗の認知度を向上させるためにマスメディアを活用した情報発信にも積極的に取り組んでまいりました。

　当第３四半期連結累計期間の国内の出店状況は、新規出店31店舗、退店14店舗を行った結果、17店舗の純増となり、

平成24年２月末の国内店舗数は1,229店舗となりました。

　こうした結果、当第３四半期連結累計期間における店舗売上高は、全店ベースで前年同期比0.7％増の525億73百万

円、既存店ベースで同2.0％減となりました。
　　

　四半期毎の売上高・客数・客単価の前年同期比増減率及び国内業態別出店状況は、以下のとおりであります。

　
「国内店舗売上高等推移表」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年同期比増減率、％）

　 第１四半期

（H23/６-８）

第２四半期

（H23/９-11）

第３四半期

（H23/12-H24/２）

当第３四半期累計

（H23/６-H24/２）

 全店売上高 1.8 △1.0 1.3 0.7

 既存店売上高 △0.9 △3.9 △1.3 △2.0

　 　客数 △1.4 △3.6 △1.8 △2.2

　 　客単価 0.5 △0.4 0.5 0.2

（注）店舗売上高は、直営店とフランチャイズ加盟店（以下、ＦＣ店という）との合計です。
　
「国内業態別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（店）

　 ①新規出店数 ②退店数 純増店舗数 平成24年２月末店舗数

　 内、直営 　 内、直営 ①-② 内、直営 　 内、直営

CoCo壱番屋（※） 31 11 13 6 18 △10 1,196 244

パスタ・デ・ココ（※） － － － － － △1 26 22

麺屋ここいち － － 1 1 △1 △1 4 4

にっくい亭 － － － － － － 2 2

うなぎ屋壱番 － － － － － － 1 1

合　　計 31 11 14 7 17 △12 1,229 273

（※）直営店からＦＣ店への譲渡をCoCo壱番屋で19店舗、パスタ・デ・ココで１店舗、ＦＣ店から直営店への譲受
をCoCo壱番屋で４店舗実施しております。
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　海外CoCo壱番屋事業につきましては、新たな展開エリアとなるシンガポールを含め23店舗の新規出店となりまし

たが、中国で１店舗の退店がありました結果、平成24年２月末の海外店舗数は22店舗増の72店舗となりました。

　各国別の出店状況は、以下のとおりであります。
　
「海外国別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（店）

展開

エリア

①新規

出店数
②退店数

純増

店舗数

①-②

平成24年

２月末

店舗数

現地法人名（※）

（エリアフランチャイザー）

当社出資

比率

香港 1 － 1 3　壹番屋香港有限公司 80％

米国（本土） 2 － 2 3　ICHIBANYA USA,INC. 80％

中国 5 1 4 20　上海好侍?哩客客壹番屋餐廳有限公司 20％

台湾 2 － 2 11　台灣?哩好侍餐廳股?有限公司 20％

韓国 6 － 6 14　韓国カレーハウス株式会社 20％

タイ 6 － 6 16　ICHIBANYA MIDWEST ASIA CO.,LTD.37％

米国（ハワイ） － － － 4　CoCoICHI　HAWAII,INC. －

シンガ

ポール
1 － 1 1　Tana Development(Singapore) Pte.Ltd.－

合計 23 1 22 72　 　

（注）海外店舗は、当社とエリアフランチャイズ契約を締結した現地法人が、直営店ないしＦＣ店で展開しており
ます。なお、香港および米国（本土）の現地法人は、当社の連結子会社であります。

　
　この結果、平成24年２月末の国内外の総店舗数は1,301店舗となりました。

　
　その他、食品メーカー様や小売業者様との共同開発を中心に取り組んでおります外販事業につきましては、新たに

16種類のコラボ商品を販売し、当第３四半期連結累計期間における取扱商品は36種類となりました。中でも、サーク

ルＫサンクス様と共同開発した「CoCo壱番屋監修　チーズカレーまん」は大変ご好評いただき、ヒット商品となり

ました。
　
　こうした取り組みの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、298億89百万円（前年同期比2.4％増）となりま

した。

　利益面につきましては、下期から米など一部食材の仕入れ価格が上昇したことに加え、災害に備えカレーソースの

在庫積み増しを継続したことや、店舗の節電対策に伴う費用の増加などから販管費が増加し、営業利益は32億２百

万円（同5.6％減）、経常利益は32億88百万円（同6.3％減）となりました。

　一方、税金等調整前四半期純利益につきましては、前年同期に対して減損損失が減少したことや、前年同期に計上

した資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額がなくなったことなどから特別損失が３億29百万円減少し、31億61

百万円（同3.0％増）となりました。四半期純利益につきましては、税制改正に伴い繰延税金資産を取り崩したこと

などから、法人税等が１億57百万円増加し16億69百万円（同3.6％減）となりました。

　なお、当社グループにおいては、飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。　
　　
(２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　
(３）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,600,000

計 57,600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年４月６日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,963,000 15,963,000

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数　

100株　

計 15,963,000 15,963,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年12月１日

～

平成24年２月29日

― 15,963,000 ― 1,503,270 ― 1,388,470

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

15,960,700
159,607 ―

単元未満株式
普通株式

2,300
― ―

発行済株式総数 15,963,000 ― ―

総株主の議決権 ― 159,607 ―

　

②【自己株式等】

 平成24年２月29日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年12月１日から平成

24年２月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,718,893 7,277,333

売掛金 2,199,185 2,134,717

商品及び製品 464,769 518,058

仕掛品 16,134 22,976

原材料及び貯蔵品 203,121 203,797

繰延税金資産 230,234 93,756

その他 467,167 409,489

貸倒引当金 △3,945 △3,969

流動資産合計 10,295,561 10,656,159

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,333,824 6,177,404

機械装置及び運搬具（純額） 499,177 571,535

土地 5,915,217 5,813,308

リース資産（純額） 466,815 998,494

その他（純額） 360,482 396,065

有形固定資産合計 13,575,516 13,956,807

無形固定資産 338,772 288,283

投資その他の資産

投資有価証券 1,512,068 1,621,606

繰延税金資産 958,899 794,981

差入保証金 2,467,532 2,319,660

その他 566,772 569,054

貸倒引当金 △111,492 △114,710

投資その他の資産合計 5,393,779 5,190,593

固定資産合計 19,308,067 19,435,684

資産合計 29,603,629 30,091,844
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,045,263 1,885,634

未払金 1,023,754 1,111,880

未払法人税等 1,057,151 356,605

賞与引当金 276,526 115,406

資産除去債務 5,149 －

その他 452,380 531,665

流動負債合計 4,860,224 4,001,193

固定負債

リース債務 390,413 786,578

退職給付引当金 414,026 467,240

債務保証損失引当金 4,037 25,309

長期預り保証金 2,210,784 2,193,239

資産除去債務 430,672 436,465

その他 117,078 118,271

固定負債合計 3,567,013 4,027,103

負債合計 8,427,238 8,028,297

純資産の部

株主資本

資本金 1,503,270 1,503,270

資本剰余金 1,388,470 1,388,470

利益剰余金 18,327,791 19,198,805

自己株式 △101 △101

株主資本合計 21,219,430 22,090,443

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △112,900 △50,749

為替換算調整勘定 △56,665 △89,010

その他の包括利益累計額合計 △169,566 △139,759

少数株主持分 126,527 112,863

純資産合計 21,176,391 22,063,547

負債純資産合計 29,603,629 30,091,844
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成23年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

売上高 29,183,805 29,889,232

売上原価 14,450,673 15,004,350

売上総利益 14,733,131 14,884,881

販売費及び一般管理費 11,340,772 11,682,752

営業利益 3,392,358 3,202,129

営業外収益

受取利息及び配当金 36,217 36,030

受取家賃 369,979 384,606

その他 61,281 40,995

営業外収益合計 467,478 461,633

営業外費用

支払利息 18,997 14,320

賃貸費用 319,530 340,559

その他 11,087 20,605

営業外費用合計 349,614 375,485

経常利益 3,510,221 3,288,277

特別利益

店舗売却益 52,661 58,472

受取補償金 14,600 －

その他 14,600 8,672

特別利益合計 81,862 67,144

特別損失

固定資産除却損 47,117 11,171

減損損失 271,156 148,176

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 118,253 －

役員退職慰労金 44,880 －

その他 42,339 34,594

特別損失合計 523,746 193,942

税金等調整前四半期純利益 3,068,337 3,161,479

法人税、住民税及び事業税 1,303,156 1,246,284

法人税等調整額 36,905 251,611

法人税等合計 1,340,061 1,497,896

少数株主損益調整前四半期純利益 1,728,276 1,663,583

少数株主損失（△） △2,635 △5,578

四半期純利益 1,730,911 1,669,161
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成23年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,728,276 1,663,583

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,445 62,151

為替換算調整勘定 △92,607 △40,430

その他の包括利益合計 △76,161 21,720

四半期包括利益 1,652,114 1,685,303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,673,271 1,698,967

少数株主に係る四半期包括利益 △21,156 △13,664
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【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

　

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年５月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年２月29日）

１　保証債務

金融機関借入の保証

１　保証債務

金融機関借入の保証

加盟店       2,353,894千円 加盟店       1,936,160千円

　また、上記以外に加盟店の不動産賃貸借契約につい

て、１件の家賃の債務保証を行っております。

　また、上記以外に加盟店の不動産賃貸借契約につい

て、１件の家賃の債務保証を行っております。　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

　　　減価償却費　　　　　　　　　　720,423　

                                          （千円）

　　　減価償却費　　　　　　　　　　821,902　
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年６月１日　至平成23年２月28日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年８月24日

定時株主総会
普通株式 638,518 40平成22年５月31日平成22年８月25日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月25日

定時株主総会
普通株式 798,147 50平成23年５月31日平成23年８月26日利益剰余金

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成22年６月１日　至平成23年２月28日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）

当社グループにおいては、飲食事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

　１株当たり四半期純利益金額 108円43銭 104円56銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 1,730,911 1,669,161

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,730,911 1,669,161

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,962 15,962

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　      該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年４月４日

株式会社壱番屋

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水上　圭祐　　印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　晴久　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社壱番屋の

平成23年６月１日から平成24年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年12月１日から平成24

年２月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社壱番屋及び連結子会社の平成24年２月29日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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